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毎
日
の
生
活
の
中
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
。

快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
を
適
切
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
、
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
の
資
滅
化
・
減
量
化
が
重
要
な
課

題
で
す
。

こ
う
し
た
ら
…
…

岡垣清掃センターに入ってくる家庭の

「燃えるゴミ」を分析してみました。〈

◆家庭収集ゴミ量　総量28，621ｔ（平成2年度）

こ
う
し
て
み
る
と
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」

と
し
て
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
中
に
ビ
ン
・

カ
ン
類
な
ど
が
約
1
0
％
（
二
、
八
六
二

ト
ン
）
　
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

「
ビ
ン
・
カ
ン
類
」
は
、
そ
の
ま
ま
焼

却
さ
れ
ず
、
灰
と
一
緒
に
埋
立
地
に
処

分
さ
れ
ま
す
。

資
源
化
が
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、

埋
立
地
の
短
命
化
に
も
な
り
ま
す
。

「
紙
・
布
類
」
も
資
源
化
で
き
る
ゴ

ミ
で
す
。
「
ビ
ン
・
カ
ン
類
」
と
併
せ

る
と
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
の
半
分
「
一
六
、

六
〇
〇
ト
ン
）
　
は
、
資
源
化
で
き
る
ゴ

ミ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
で
す
。
も
う
少
し
有

効
に
使
い
た
い
も
の
で
す
。

ゴ
ミ
の
分
別
が
そ
の
第
一
歩
で
す
。

●
新
聞
紙
な
ど
の
紙
類
や
不
要
な
布
類

は
、
廃
品
回
収
や
子
供
会
の
収
集
に
出

し
て
協
力
し
て
下
さ
い
。

●
ビ
ン
・
カ
ン
類
は
毎
月
2
回
の
決
め

ら
れ
た
日
に
出
し
て
下
さ
い
。

子
供
会
な
ど
で
定
期
的
に
回
収
し
て

い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
の
で
協
力
し
て

下
さ
い
。

●
台
所
ゴ
ミ
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
（
生
ご

み
堆
肥
化
容
器
）
を
利
用
す
る
と
立
派

な
有
機
肥
料
に
な
り
ま
す
。
庭
の
あ
る

ご
家
庭
は
、
ぜ
ひ
試
し
て
下
さ
い
。

●
生
ゴ
ミ
を
収
集
に
出
す
場
合
は
、
よ

く
水
切
り
を
し
て
下
さ
い
。
燃
え
る
ゴ

ミ
の
5
0
％
は
水
分
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
は
、
ど
の
ご
家
庭
で
も

少
し
気
を
使
っ
て
頂
け
れ
ば
で
き
る
は

ず
で
す
。

ま
ず
家
庭
の
ゴ
ミ
を
き
ち
ん
と
分
け

な
い
と
リ
サ
イ
ク
ル
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
の
心
づ
か
い
が
、
資
源
の
有
効
利

用
に
つ
な
が
り
、
相
当
を
量
の
ゴ
ミ
減

量
と
な
る
の
で
す
。
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岡
垣
清
掃
セ
ン
タ
ー

施
設
長

安
　
永
　
仙
之
助

厚
生
省
が
平
成
元
年
度
の
全
国
の
ご

み
排
出
量
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
五
、
〇
〇
八
万
ト
ン
が
排
出
さ
れ
、

初
め
て
五
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
を
突
破
し

ま
し
た
。
福
岡
県
の
伸
び
率
は
、
5
・
9
％

で
千
葉
県
に
次
い
で
全
国
第
二
位
の
高

い
伸
び
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

遠
賀
郡
内
の
平
成
二
年
度
排
出
量
は

二
九
、
八
五
一
ト
ン
　
（
自
己
搬
入
ご
み

含
む
）
　
で
し
た
が
、
伸
び
率
は
、
1
・
8
パ

ー
セ
ン
ト
で
、
前
年
度
の
4
・
7
パ
ー
セ
ン

ト
か
ら
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
ご
み
減
量
の
意
識
が
し

だ
い
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ゴ
ミ
の
分
別
は
好

転
し
て
い
ま
せ
ん
。
「
燃
え
る
ご
み
」

と
し
て
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
ビ

ン
・
カ
ン
類
や
鉄
類
が
多
く
混
ぜ
ら
れ

て
お
り
、
処
理
経
費
が
か
か
り
、
機
械

の
故
障
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
焼
却
灰
と
一
緒
に
埋
立
地
で
処
分

し
ま
す
の
で
、
1
5
年
の
埋
立
地
使
用
計

画
も
寿
命
が
短
く
な
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

づ
か
い
が
、
経
費
の
節
約
や
資
源
の
有

効
利
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
源
ゴ
ミ
の
先
進
地
を
視
察

－
　
香
川
県
善
通
寺
市

当
組
合
で
は
、
6
月
と
7
月
の
2
回
に
分
け
て
、
遠
賀
郡
四
町
の
地
域
住
民
代

表
（
区
長
、
婦
人
会
長
な
ど
）
　
の
方
と
ゴ
ミ
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
先
進
地
で

あ
る
香
川
県
善
通
寺
市
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

善
通
寺
市
で
は
「
捨
て
る
ゴ
ミ
で
も
生
か
せ
ば
資
源
」
を
合
言
葉
に
昭
和
5
2
年

か
ら
行
政
と
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
組
み
資
源
ゴ
ミ
を
6
種
類
（
ガ
ラ
ス
く
ず

・
空
ビ
ン
・
空
カ
ン
・
金
属
類
・
紙
類
・
布
類
）
　
に
分
別
・
回
収
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
資
源
回
収
量
が
昭
和
5
2
年
度
は
十

一
ト
ン
で
あ
っ
た
も
の
が
平
成
元
年
度
で
は
二
四
八
三
ト
ン
ま
で
増
加
し
、
こ

の
1
3
年
間
に
二
億
八
千
五
百
万
円
の
経
費
が
節
減
さ
れ
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。研

傾
後
、
ゴ
ミ
の
再
資
源
化
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
、
遠
賀
郡
で
も
早
急

に
対
策
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
研
修
後
、
ゴ
ミ
の
減
量
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
次
の
よ

う
な
結
果
が
出
ま
し
た
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
排
出
し
て
い
る
、

は
、
次
の
三
方
式
が
あ
り
ま
す
。

し
尿
・
ご
み
の
収
集
運
搬
制
度
に
つ
い
て

市
町
村
　
（
組
合
も
含
む
）
　
が

∧
侶

●
直
営
で
行
う
。

●
委
託
で
行
う
。

●
許
可
で
行
う
。

し
尿
・
ご
み
の
処
理
　
（
収
集
・
運
搬
・
処
分
）
　
に
つ
い
て
の
法
律
の
趣
旨
は
、

市
町
村
が
直
営
で
行
う
か
、
又
は
、
委
託
に
よ
っ
て
行
う
か
で
あ
り
、
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
許
可
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。現

在
、
中
間
市
と
遠
賀
那
四
町
で
は
、
管
内
の
全
域
を
こ
の
許
可
方
式
で
収
集

運
搬
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
許
可
方
式
を
、
現
在
、
ご
み
の
分
別
・
減
量
化
の
た
め
検
討
し

て
い
る
票
し
み
指
定
袋
制
》
と
併
せ
、
法
律
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
し
尿
・
ご
み
の

委
託
制
度
の
同
時
実
施
に
向
け
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
廃
棄
物
処
理
行
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

アヽ
ンケー 卜結畢

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

経
費
の
節
減
と
大
切
な
水
の
ム
ダ
使

行政のトップ以下賂員のやる気・努力が一番

住民と行政が一体となって行うべきだ

住民がゴミ減量の意識を持つことが大切

その他ＰＲの徹底住民リーダーの育成

し
尿
処
理
施
設
は
、
昭
和
三
十
九
年

に
水
巻
町
猪
熊
に
建
設
し
、
中
間
市
と

遠
賀
郡
四
町
の
し
尿
を
処
理
し
て
き
ま

し
た
が
、
年
々
収
集
人
口
が
減
少
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
処
理
量
は
増

加
し
、
現
在
で
は
処
理
能
力
を
超
え
、
一

部
を
海
洋
投
棄
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
の
一
つ
に
、
簡
易
水
洗
の

普
及
と
、
く
み
取
り
の
時
に
便
器
の
清

掃
の
た
め
、
必
要
以
上
の
水
を
使
用
し

て
い
る
家
庭
が
増
え
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

簡
易
水
洗
の
水
量
や
清
掃
時
の
水
量

を
少
し
で
も
減
ら
せ
ば
、
相
当
な
量
を

い
を
避
け
る
た
め
、

お
願
い
し
ま
す
。

節
水
の
ご
協
力
を

年間1，815ｋｌ
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続
一
地
方
選
挙
後
、
中
間
市
及
び
遠
賀
郡
四
町
の
議
会
議
員
か
ら
組
合
議
員
が
選
出
さ
れ
、
平
成
三

年
第
三
回
臨
時
会
に
お
い
て
議
会
人
事
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

議

　

長

柴
　
田
　
義
　
生

議
　
長
　
　
柴
　
田
　
義
　
生

（

昭

3

・

2

・

2

7

生

）

市
町
議
員
　
中
間
市
議
会
議
員

常
任
委
員
会
　
第
一
委
員
会

さ
る
6
月
7
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
、
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い

ま
す
。当

組
合
は
、
し
尿
処
理
施
設
、
ご
み
処
理
施
設
、
火
葬
施
設
、
老
人

ホ
ー
ム
、
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
、
消
防
、
そ
れ
に
本
年
4
月
1
日
か
ら

農
業
共
済
事
業
が
加
わ
り
、
7
つ
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
は
、
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、

そ
の
対
策
に
各
市
町
と
も
腐
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
組
合
に
お
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

積
極
的
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
し
尿
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
新
施
設
の
建
設
や
岡
垣
消

防
出
張
所
の
建
設
な
ど
組
合
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
山
積
し
て
お
り

ま
す
が
、
執
行
部
と
一
丸
と
な
り
、
皆
様
の
環
境
衛
生
と
福
祉
の
向
上

に
最
大
限
の
努
力
を
い
た
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

議
会
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
不
偏
不
党
、
公
正
無
私
の
立
場
を
堅

持
し
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
専
心
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

ご
協
力
と
ご
鞭
接
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

副
議
長
　
　
下
川
路
　
　
　
勲

（

昭

1

4

・

9

・

1

7

生

）

市
町
議
員
　
岡
垣
町
議
会
議
員

常
任
委
員
会
　
第
二
委
員
会

議
　
員
　
　
小
　
林
　
繁
　
斡

（

昭

3

・

6

・

3

生

）

市
町
議
員
　
中
間
市
議
会
議
員

常
任
委
員
全
　
第
一
委
員
会

議
　
員
　
　
安
　
田
　
重
　
義

（

大

1

5

・

3

・

2

0

生

）

市
町
議
員
　
中
間
市
議
会
議
員

常
任
委
員
会
　
第
一
委
員
会

議
　
員
　
　
白
　
石
　
磯
久
男

（

昭

3

・

1

2

・

1

4

生

）

市
町
議
員
　
水
巻
町
議
会
議
員

常
任
委
員
会
　
第
二
委
員
会

議
　
員
　
　
柴
　
田
　
英
　
人

市
町
議
員

常
任
委
員
会

（

昭

1

1

・

1

0

・

2

0

生

）

水
巻
町
議
会
議
員

第
一
委
員
会

監
査
委
員

議
　
員

市
町
議
員

常
任
委
員
会

吉
　
住
　
善
　
明

（

昭

7

・

3

・

1

生

）

水
巻
町
議
会
議
員

第
一
委
員
会
副
委
員
長

議
　
員

市
町
議
員

常
任
委
員
会

竹
　
井
　
信
　
正

（

昭

8

・

1

1

・

5

生

）

岡
垣
町
議
会
議
員

第
二
委
員
会
副
委
員
長

議
　
員

市
町
議
員

常
任
委
員
会

木
　
原
　
信
　
次

（

昭

2

0

・

1

2

・

9

生

）

岡
垣
町
議
会
議
員

第
一
委
員
会

議
　
員

市
町
議
員

常
任
委
員
会

今
　
井
　
惣
　
平

（

大

1

3

・

5

・

1

0

生

）

芦
屋
町
議
会
議
員

第
一
委
員
会

議

　

員

　

　

広

　

瀬

　

正

　

光

（
大
1
5
・
6
・
1
7
生
）

市
町
議
員
　
芦
屋
町
議
会
議
員

常
任
委
員
会
　
第
二
委
員
会
委
員
長

議
　
員
　
　
宮
　
本
　
健
一

（

大

1

5

・

6

・

1

生

）

市
町
議
員
　
芦
屋
町
議
会
議
員

常
任
委
員
会
　
第
二
委
員
会

議
　
員
　
　
柴
　
田
　
征
一
郎

（

昭

1

2

・

1

1

・

1

8

生

）

市
町
議
員
　
遠
賀
町
議
会
議
員

常
任
委
員
会
　
第
一
委
員
会
委
員
長

議
　
員
　
　
伊
　
藤
　
輝
　
雄

（

大

6

・

1

0

・

1

0

生

）

市
町
議
員
　
遠
賀
町
議
会
議
員

常
任
委
員
会
　
第
一
委
員
会

議
　
員
　
　
仲
　
野
　
和
　
義

（

昭

1

5

・

2

・

1

生

）

市
町
議
員
　
遠
賀
町
議
会
議
員

常
任
委
員
会
　
第
二
委
員
会

（4）



提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
の
結
果

平
成
三
年
第
三
回
臨
時
会

（
会
期
…
6
月
7
日
、
1
日
間
）

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
（
同
意
）

◇
議
会
議
員
の
中
か
ら
選
任
す
る
監
査

委
員
に
つ
い
て
新
た
に
選
任
す
る
も

の

柴
　
田
　
英
　
人
　
議
員

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い

て
　
（
承
認
）

◇
農
業
共
済
の
う
ち
農
作
物
共
済
（
平

成
三
年
～
五
年
産
水
稲
・
平
成
四
年

～
六
年
度
産
麦
）
　
の
共
済
基
準
掛
金

率
を
各
市
町
毎
に
定
め
る
た
め
専
決

処
分
し
た
も
の

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
）

◇
組
合
庁
舎
建
設
工
事
の
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の

契
約
金
額

二
億
五
千
九
百
五
十
六
万
円

平
成
三
年
第
四
回
定
例
会

（
会
期
…
7
円
1
7
日
～
2
6
日
、
1
0
日
間
）

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
（
同
意
）

◇
監
査
委
員
二
名
の
う
ち
知
識
経
験
者

の
任
期
満
了
に
よ
り
新
た
に
選
任
す

る
も
の

吉
　
田
　
英
　
美
　
（
岡
垣
町
）

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
同
意
）

◇
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
新
た
に
選

任
す
る
も
の

泉
　
原

古
　
賀

石
　
田

光武

肇男彦

間　中遠
垣　間　賀
町市町

■
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　
へ
原
案
可
決
）

◇
消
防
署
岡
垣
出
張
所
の
設
置
（
平
成

四
年
度
）
　
に
伴
い
消
防
職
員
六
名
を

増
員
し
、
「
百
三
十
九
人
」
を
「
百

四
十
五
人
」
　
に
改
正
す
る
も
の

■
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　
（
原
案
可
決
）

◇
農
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
の
改
正

に
よ
り
家
畜
の
共
済
対
象
疾
病
に

「
牛
白
血
病
」
を
追
加
す
る
た
め
農

業
共
済
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
■
農
作
物
共
済
無
事
戻
し
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
）

◇
昭
和
六
十
三
年
度
～
平
成
二
年
度
に

引
き
受
け
た
水
稲
及
び
麦
に
つ
い

て
、
災
害
の
な
か
っ
た
農
家
に
対
し

て
無
事
戻
し
金
を
交
付
す
る
も
の

対
象
者
数
　
水
稲
六
百
八
十
三
名

麦
七
十
七
名

交
付
金
額
　
水
稲
百
八
十
四
万
二
千

九
百
九
十
五
円
　
麦
百
五
十
万
七
千

百
八
十
三
円

′

■
育
児
休
業
に
係
る
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
（
原
案
可
決
）

◇
育
児
休
業
の
許
可
を
受
け
た
女
性
職

員
の
給
与
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
制

定
す
る
も
の

■
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
条
例
の
制

定
　
（
原
案
可
決
）

◇
土
地
の
先
行
取
得
事
業
に
係
る
経
理

を
一
般
会
計
と
区
別
す
る
た
め
特
別

会
計
を
制
定
す
る
も
の

〃
平
成
三
年
度
土
地
取
得
事
業
特
別
会

計
予
算
（
原
案
可
決
）

◇
予
算
総
額

四
億
三
千
二
百
三
十
七
万
二
千
円

○
歳
入
の
主
な
も
の

・
第
二
し
尿
処
理
施
設
用
地
先
行
取

得
事
業
債
　
四
億
八
千
九
十
万
円

○
歳
出
の
主
な
も
の

・
第
二
し
尿
処
理
施
設
用
地
取
得
費

四
億
八
千
九
十
万
五
千
円

■
平
成
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

へ
第
二
号
）
　
へ
原
案
可
決
）

◇
四
億
五
千
七
十
七
万
二
千
円
を
減
額

し
予
算
総
額
を
二
十
二
億
八
千
三
百

八
十
四
万
八
千
円
と
す
る
も
の

○
歳
入
の
お
も
な
も
の

・
第
二
し
尿
処
理
施
設
用
地
取
得
事

業
費
を
特
別
会
計
予
算
に
計
上
し

た
た
め
そ
の
事
業
債
の
減
額

四
億
二
千
七
百
三
十
万
円

○
歳
出
の
主
な
も
の

・
第
二
し
尿
処
理
施
設
用
地
取
得
事

業
費
を
特
別
会
計
予
算
に
計
上
し

た
た
め
減
額

四
億
二
千
七
百
三
十
万
五
千
円

■
平
成
三
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
　
（
原
案
可

決
）

◇
歳
出
の
主
な
も
の

・
職
員
福
利
厚
生
費
　
五
万
五
千
円

■
農
作
物
共
済
特
別
積
立
金
の
取
り
崩

し
に
つ
い
て
　
（
原
案
可
決
）

◇
平
成
三
年
産
水
稲
病
虫
害
防
止
事
業

費
に
あ
て
る
た
め
三
百
六
十
七
万
千

円
を
取
り
崩
す
も
の

■
収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て
　
（
同
意
）

◇
収
入
役
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に

選
任
す
る
も
の

縄
　
手
　
靖
　
司

（
遠
賀
町
収
入
役
）

新
庁
舎
を
一
市
四
町
の
ほ
ぼ
中
心
に

位
置
す
る
遠
賀
町
今
古
賀
に
建
設
中
で

す
。
工
事
は
今
年
6
月
か
ら
始
ま
っ
て
、

着
々
と
進
ん
で
お
り
、
1
2
月
中
に
は
完

成
す
る
予
定
で
す
。

完成予想図

（5）



平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
、
中
間
市
と
遠
賀
郡
四
町
の
農
業
共
済
業
務
が
、
当

組
合
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
共
済
制
度
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
万
一
の
災
害
に
備
え
て
掛
金
を
出
し
合

い
、
災
害
を
受
け
た
と
き
に
共
済
金
を
支
払
う
公
的
な
保
険
事
業
制
度
で
す
。

当
課
は
、
「
農
作
物
共
済
、
家
畜
共
済
、
建
物
共
済
」
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

職
員
は
五
人
体
制
で
、
一
市
四
町
か
ら
一
人
ず
つ
派
遣
さ
れ
、
農
家
の
皆
さ
ん

の
手
助
け
に
な
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
（
十
二
月
完
成
予
定
）
　
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
次
の
住
所
に
あ
り
ま

す
。◇

水
巻
町
頃
末
5
5
4
　
（
遠
賀
郡
農
協
水
巻
支
所
内
）

合

　

（

2

0

2

）

2

4

4

4

・
＼
＿
／
・
ｉ
ｌ
一
′
・
・
．
ヽ
ｔ
′
・
・
．
ヽ
ｔ
．
′
Ｌ
ｌ
ｔ
．
・
、
ｌ
ｌ
′
一
ｌ
ｔ
．
ｒ
・
ｌ
－
1
，
．
ヽ
1
．
′
．
一
．
ヽ
ｔ
．
′
、
，
ヽ
ｌ
／
、
一
．
ヽ
1
．
′
、
一
．
ヽ
4
′
、
一
ヽ
1
．
′
、
′
ヽ
1
．
′
、
ｒ
ヽ
‘
’
′
、
ヽ
ｌ
′
．
′
．
ヽ
1
．
′
、
′
ヽ
ｔ
′
、
．
．
ヽ
＿
′
．
，
＼
一
’
一
′
ｔ
Ｅ
ヽ
ｔ
’
′
′
ヽ
ｌ
／
、
，
ヽ
ｔ
′
ｔ
ｒ
ヽ
‘
っ
′

と

な

り

　

　

た

　

　

　

は

ぜ

　

　

つ

づ
か
づ
か
と
隣
に
停
ち
て
裟
を
釣
る
　
　
博
　
幸

今
年
六
月
の
強
風
に
よ
り
、
収
穫
量

が
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
麦
の
大
敵
で

あ
る
赤
カ
ビ
病
の
異
常
発
生
に
よ
り
質

も
大
変
悪
い
も
の
で
し
た
。

組
合
で
は
、
国
や
県
の
関
係
機
関
に

陳
情
し
、
被
害
の
広
範
化
と
農
家
の
収

入
減
を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
と
お
り
共
済
金
が

市町名 人数 支払共済金額

中間市 29人 1 ，259，250円

水巻町 4人 90 ，650円

岡垣町 8人 413 ，310円

芦屋町 0人 0円

遠賀町 33人 1，052 ，664 円

合　 計 74 人 2，815 ，874 円

支
払
わ
れ
ま
し
た
。

※
　
「
平
成
三
年
産
麦
」
と
は

平
成
二
年
の
冬
に
種
を
ま

き
、
平
成
三
年
の
田
植
え

前
に
刈
り
取
る
麦
の
こ
と

で
す
。

風
5
つ
の
魅
力
Ｖ

皿
安
い
＝
一
日
2
6
円
で
、
一
年
間
一
千

万
円
の
保
障
。

図
早
い
＝
損
害
の
査
定
終
了
後
、
即
共

済
金
支
払
い
。

国
強
い
＝
一
年
契
約
で
す
の
で
、
物
価

の
変
動
に
応
じ
、
毎
年
増
額
で
き
ま

す
。

図
安
心
＝
国
の
災
害
補
償
法
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
税
金
控
除
＝
掛
金
三
千
円
を
限
度
に

課
税
対
象
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。

建
物
共
済
で
は
、
母
屋
を
は
じ
め
、

納
屋
・
ア
パ
ー
ト
・
畜
舎
な
ど
の
建
物

と
、
そ
の
中
に
収
容
さ
れ
て
い
る
家
具

類
、
小
農
器
具
の
被
害
に
対
し
て
共
済

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

火
災
な
ど
を
対
象
と
し
た
火
災
共
済

と
、
自
然
災
害
も
対
象
と
す
る
総
合
共

済
が
あ
り
ま
す
。

一
年
ご
と
の
契
約
な
の
で
、
掛
金
が

安
く
、
支
払
い
の
対
象
と
な
る
範
囲
が

広
い
の
が
特
徴
で
す
。

加
入
に
つ
い
て
は
農
業
共
済
課
　
（
2

0

2

1

2

4

4

4

）

　

ま

で

。

中
間
市
と
遠
賀
郡
田
町
の
住
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
当
組
合
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
組
合
章
）

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
…
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
要
領
…
官
製
は
が
き
が
は
が
き

の
大
き
さ
の
用
紙
に
用
セ
ン
チ
真
四
角

に
デ
ザ
イ
ン
し
て
下
さ
い
。
自
作
で
未

発
表
の
も
の
と
し
ま
す
。
作
品
の
説
明

を
つ
け
て
下
さ
い
。
応
募
点
数
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
採
用
の
作
品
は
補
作
す
る
こ
と
が

あ
り
、
著
作
権
は
当
組
合
に
帰
属
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。

●
応
募
締
切
…
平
成
3
年
1
・
1
月
3
0
日
田

（
当
日
消
印
有
効
）

●
入
選
発
表
…
平
成
4
年
2
月
頃
予
定

●
表
彰
…
最
優
秀
賞
1
点
、
賞
状
と
賞

金
5
万
円
。
優
秀
賞
2
点
、
賞
状
と
賞

金
2
万
円
。

●
応
募
先
と
お
問
い
合
わ
せ
⊥
Ｔ
8
1

1
1
4
3
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
8
0
6

番
地
の
3
　
遠
葉
・
中
間
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係
　
℡
2
9

3
－
3
5
8
1

更も休日急病センタ‾からのインフォメーション

＝
で
‥
．
‥
一
＼
．
．
・

あなたなあ－ら
どうする？

日曜日や祭日に、子供さんが一急に熱を
出したらどうしますか？

そんな時のために、水巻呵下二に休日

急病センターを開設していますので、
こ－利用ください。

●診療　日　日曜、祭日の9時～17時
●診療科目　内科・小児科（保険証を持参して下さい）

●℡201－9999（遠賀郡水巻町大字下二576－4）

（水巻駅より約500ｍ）
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